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が先進医療として認可され，2010 年 4 月よりすべ
ての限局性固形腫瘍に対して保険適応となった2）．
日本放射線腫瘍学会の構造調査では，解析対象施設
717 施設のうち IMRTを年間 20 例以上施行した施
設は 170 施設，1 ～ 19 例施行した施設は 49 施設，
治療症例数は 15,119 例であった3）．本邦での施行施
設数は 219 施設であり，全体の 30.5％で実施されて
いる4）．また，各疾患における症例数は，頭頸部




































































































































































　昭和大学病院では，2011 年 11 月に 1例目を前立
腺癌に対して施行した．その後急速に件数を増や
し，開始 3年以降からは年間 50 件を超え，2018 年
には年間 100 件以上の IMRTを行った（図 9）．前
立腺は 2017 年に減少していた件数が回復し，頭頸
部は上昇傾向を維持している．また，子宮頸癌や食
図 7　オーラルステント 図 8　実際にオーラルステントを装着した様子




　昭和大学藤が丘病院では 2016 年 12 月 1 日から開
始し，2018 年 9 月 30 日までに 100 例を達成した．
内訳は前立腺51例，頭頸部31例，婦人科領域4例，
脳 6例，その他 8例である．昭和大学江東豊洲病院
では主に前立腺癌に対して，2014 年 12 月から 2018





症 例 紹 介
　前立腺癌の治療例を紹介する．70 代男性，検診で
PSA 4.25 ng/ml と異常を指摘された．直腸診で前立
腺右葉に硬結を触れ，針生検でAdenocarcinoma，





へ 78 Gy/39 回，リンパ節転移へ 72 Gy/39 回，リン
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